
 

 

物
語
を
読
ん
で
考
え
を
深
め
よ
う 

（
教
科
書 

光
村
六
年
） 

 

海
の
命 

 
 
 
 
 

立
松 

和
平 

 

第
一
次
指
導
（
概
観
の
指
導
）
一
時
間 

 
 

 
 目

標 
 

 

太
一
の
生
活
を
通
し
て
「
い
の
ち
」
と
村
一
番
の

漁
師
で
あ
り
続
け
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
を
考
え
、
自

分
の
生
き
方
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

○ 

準
備
（
教
材
と
鉛
筆
一
本 

ノ
ー
ト
） 

〈
区
画
〉
１
（p

1
9
0

の
一
行
目 
父
も
そ
の
上
に
１
） 

２
（p

1
9
2

の
八
行
目 

中
学
校
の
上
に
２
） 

３
（p

1
9
4

の
五
行
目 

弟
子
に
の
上
に
３
） 

４
（p

1
9
6

の
二
行
目 

あ
る
日
の
上
に
４
） 

５
（p

1
9
8

の
七
行
目 

追
い
求
の
上
に
５
） 

６
（p

1
9
9

の
七
行
目 

興
奮
し
の
上
に
６
） 

７
（p

2
0
0

の
二
行
目 

も
う
一
の
上
に
７
） 

８
（p

2
0
1

の
五
行
目 

や
が
て
の
上
に
８
） 

絵
に
も
番
号
１
～
７
ま
で
、
８
は
絵
な
し 

 

一 

よ
む
（
音
読 

区
画
一
名
ず
つ 

計
八
名
） 

 

二 

と
く
（
読
後
感
整
理
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

題
目
（
教
材
の
輪
郭
を
確
認
す
る
） 

 

・「
海
の
命
」
は
誰
か
ら
出
た
言
葉
か
。
→
太
一 

 

・
太
一
→
主
人
公
→
職
業
→
意
識
し
た
の
は 

 

◎ 

ひ
び
き
（
こ
の
文
章
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
） 

・
太
一
の
描
か
れ
て
い
る
絵
を
読
む
。 

 
 

五
枚
の
中
で
一
枚
だ
け
違
う
絵 

 

 
 

（
人
物
の
確
認 

太
一
の
年
齢
） 

 

太
一
の
表
情
が
分
か
る
絵 

 
 

（
絵
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
） 

 

・
太
一
が
村
一
番
の
漁
師
で
あ
り
つ
づ
け
た
話 

○ 

手
引
き
（
視
写
の
指
示
） 

・
太
一
を
表
す
一
言
を
文
中
か
ら
書
き
出
す
。 

 

（
絵
を
参
考
に 

立
場
や
心
情
等
か
ら
） 

 

三 

よ
む
（
手
引
き
に
従
い
黙
読
） 

四 

か
く
（
視
写 

教
師
も
板
書
）
略 

 

五 

よ
む
（
代
表 

一
名 

板
書
を
音
読
） 

 
 

 

六 

と
く
（
板
書
を
手
が
か
り
に
話
し
合
う
） 

 ○ 

事
実
（
書
か
れ
た
言
葉
の
関
連
付
け
）・
区
分 

 
 

 

・
村
一
番
の
漁
師
と
認
め
た
の
は
誰
か
。 

 

・
太
一
の
追
い
求
め
て
い
た
も
の
は
何
か
。 

 

・
そ
の
準
備
が
で
き
た
の
は
。 

 

・
父
の
仇
を
討
っ
た
の
か
。 

 

・
太
一
が
守
っ
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
。 

 
〈
区
分
〉
２
～
７
を
二
区
分
後
、 

５
～
７
を
二
区
分 

◎ 

山
（
文
章
の
山
の
発
見
） 

 

・ 

太
一
が
村
一
番
の
漁
師
で
あ
り
つ
づ
け
た

も
と
が
書
か
れ
て
い
る
二
か
所
を
決
め
る
。 

 

・ 

二
時
間
で
そ
こ
を
詳
し
く
読
み
ま
し
ょ
う
。 

〇 

余
韻
（
太
一
の
生
き
方
を
詳
し
く
考
え
て
み

よ
う
…
） 

 

七 

よ
む
（
全
員
で
黒
板
を
音
読
） 

    

〈
板
書
事
項
〉 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

海

の

命 
 

 
 

立
松 

和
平 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

１  

漁
師 

父 
 
 

も
ぐ
り
漁 

 

  
 

 
 

２  

弟
子 

 
 
 

 

与
吉
じ
い
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

  
 

３  

村
一
番
の
漁
師 

一
本
づ
り 

  
 

 
 

４  

屈
強
な
若
者 

 

  
 

 
 

５  

実
現 

 
 
 

 

一
年 

  
 

 
 

６  

冷
静 

 
 
 

 

瀬
の
主 

  
 

 
 

７  

え
が
お 

 
 

 
 

  
 

 
 

８  

村
一
番
の
漁
師 

生
涯 

           

× 



 

 

第
二
次
指
導 

第
一
時
（
１
／
２
）） 

 
 

 
一 
よ
む
（
音
読 

八
名
） 

 

二 

と
く
（
本
時
の
足
場
作
り
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

お
さ
ら
い
（
前
時
六
と
く
の
復
習
） 

 

・
太
一
の
子
ど
も
時
代
と
結
婚
後
の
話
。 

 
 

（
も
ぐ
り
漁
師
の
父 

一
本
釣
漁
師
の
太
一
） 

・
太
一
が
瀬
の
主
と
出
会
っ
た
日
の
話
。 

 

（
夢
の
実
現 

冷
静
な
太
一 

表
情
の
変
化
） 

◎ 

承
接
（
本
時
へ
つ
な
ぐ
） 

・
瀬
の
主
に
出
会
っ
た
太
一
は
ど
ん
な
人
物 

 

（
屈
強
な
若
者 

与
吉
仕
込
み
の
漁
師
） 

・
与
吉
じ
い
さ
の
漁
場
は
ど
こ
か
。 

 ○ 

手
引
き
（
視
写
の
指
示
） 

 

・
太
一
が
与
吉
じ
い
さ
か
ら
免
許
皆
伝
を
伝
え

ら
れ
た
の
は
何
番
か
。
３
の
「
」
の
中
と
そ

の
前
の
一
文
を
書
き
出
す
。 

 

三 

よ
む
（
手
引
き
に
従
い
黙
読
） 

四 

か
く
（
視
写 

教
師
は
、
板
書
） 

 
 

 

略 

板
書
事
項
を
参
照 

 
 五 

よ
む
（
次
の
番 

板
書
を
見
な
が
ら
音
読 

他
は
板
書
を
見
る
） 

 
 

 

六 

と
く
（
板
書
を
も
と
に
し
て
話
し
合
う
） 

 ○ 

語
義
（
難
語
句
の
解
消
）・
区
分 

 
 

 

・ 

そ
の
こ
ろ 

こ
そ
き
た
が 

な
っ
て
い
た 

こ
こ
は 

す
べ
て
を
さ
と
る 

海
に
帰
る 

お
か
げ
さ
ま
で 

海
で
生
き
ら
れ
る 

〈
区
分
〉
そ
れ
ぞ
れ
を
二
つ
に
区
分 

◎ 

心
（
文
章
の
核
心
を
つ
か
む
） 

 

・
一
本
釣
り
の
免
許
皆
伝
し
た
太
一
。 

 
 

 

（
そ
れ
が
、
分
か
る
。 

技
術
面
と
精
神
面
を
具
体
的
な
文
で 

確
認
す
る
と
四
つ
あ
る
。） 

 

・
与
吉
じ
い
さ
の
死
を
ど
う
受
け
止
め
た
か
。 

〇 

余
韻
（
与
吉
と
太
一
の
師
弟
は
素
敵
だ
な
） 

 

七 

よ
む
（
全
員
で
黒
板
を
音
読
） 

                        

〈
板
書
事
項
〉 

  

１ 

漁
師 

も
ぐ
り 

 

 

２ 

与
吉 

 

～ 

一
本
づ
り 

４ 

屈
強
な
若
者 

５ 

実
現 

～ 

冷
静 

７ 

え
が
お 

８ 

村
― 

 

 
 

そ
の
こ
ろ
に
は
、
与
吉
じ
い 

さ
は
船
に
乗
っ
て
こ
そ
き
た
が
、 

作
業
は
ほ
と
ん
ど
太
一
が
や
る 

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。 

「
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
だ
ろ
う
が
、 

 

お
ま
え
は
村
一
番
の
漁
師
だ
よ
。 

 

太
一
、
こ
こ
は
お
ま
え
の
海
だ
。」 

  

太
一
は
す
べ
て
を
さ
と
っ
た
。 

「
海
に
帰
り
ま
し
た
か．
。
与
吉
じ
い
さ
、 

 

心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

お
か
げ
さ
ま
で
ぼ
く
も
海
で 

生
き
ら
れ
ま
す
。」 

＝

 

・
・
・
・ 

 

。
だ 

く 

③ 

② 

① 

④ 

与吉 

父 

瀬 

 

 

」 



 

 

第
二
次
指
導 

第
二
時
（
２
／
２
）） 

 
 

 
一 
よ
む
（
音
読 

八
名
） 

 

二 

と
く
（
本
時
の
足
場
作
り
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

お
さ
ら
い
（
前
時
六
と
く
の
復
習
） 

 

・
太
一
が
与
吉
じ
い
さ
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
。 

 
 

（
村
一
番
の
漁
師 
こ
こ
は
お
ま
え
の
海
だ
） 

・
太
一
は
与
吉
じ
い
さ
の
生
き
方
も
学
ん
だ
。 

 

（
千
匹
に
一
匹 

海
で
生
き
て
い
け
る
） 

◎ 

承
接
（
本
時
へ
つ
な
ぐ
） 

・
太
一
の
漁
と
漁
を
済
ま
せ
た
太
一
。 

 

（
二
十
匹 

父
の
海
） 

・
屈
強
な
若
者
に
育
っ
た
太
一
の
姿
を
見
る
母

の
目
。 

 

（
心
の
中 

恐
ろ
し
く
て
夜
も
…
） 

・
太
一
の
心
の
中 

 

（
母
の
悲
し
み
を
背
負
お
う
と
し
て
い
た
） 

・
母
の
心
配
は
現
実
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

 ○ 

手
引
き
（
視
写
の
指
示
） 

 

・
太
一
が
瀬
の
主
を
見
た
三
回
は
、
何
番
か
。 

 

七
番
の
最
初
段
落
を
全
文
視
写
し
、「
」
の
部

分
を
書
き
加
え
る
。 

 

三 

よ
む
（
手
引
き
に
従
い
黙
読
） 

四 

か
く
（
視
写 

教
師
は
、
板
書
） 

 
 
 

略 

板
書
事
項
を
参
照 

 
 五 

よ
む
（
次
の
番 

板
書
を
見
な
が
ら
音
読 

他
は
板
書
を
見
る
） 

 
 

 

六 

と
く
（
板
書
を
も
と
に
し
て
話
し
合
う
） 

 ○ 

語
義
（
難
語
句
の
解
消
）・
区
分 
 

 

 

・
お
だ
や
か
な 

た
が
っ
て
い
る 

の
だ 

数
限
り
な
く 

こ
ん
な 

こ
こ
に 

お
ら
れ
た 

〈
区
分
〉
見
た
こ
と
と
思
っ
た
こ
と
に
二
区
分 

 
 

 
 

思
っ
た
こ
と
を
「
」
に
す
る
。 

◎ 

心
（
文
章
の
核
心
を
つ
か
む
） 

 

・
太
一
が
、
笑
顔
に
な
れ
た
の
は
、
何
と
何
が

結
び
つ
い
た
か
ら
か
。 

 

・
父
と
思
え
た
の
は
、
主
の
ど
ん
な
姿
か
。 

 
 

（
全
く
動
こ
う
と
は
し
な
い 

 
 

 
 

見
て
い
た 

お
だ
や
か
な
目
） 

 

・
太
一
の
思
い
が
、
④
の
よ
う
に
思
え
る
転
機

は
何
番
の
思
い
か
。 

 
 

（
③ 

→ 

②
こ
ん
な
感
情 

初
め
て
） 

 〇 
余
韻
（
太
一
の
大
魚
に
海
の
命
を
感
じ
た
の

だ
な
） 

 

七 

よ
む
（
全
員
で
黒
板
を
音
読
） 

     

〈
板
書
事
項
〉 

 
 

お
ま
え
の
海 

 

千
匹
：
一
匹 

 
 

父
の
海 

 
 
 

母 

  
 

も
う
一
度
も
ど
っ
て
き
て
も
、 

瀬
の
主
は
全
く
動
こ
う
と
は 

せ
ず
に
太
一
を
見
て
い
た

．
．
．
．
。 

お
だ
や
か
な
目
だ
っ
た
。「
こ
の 

大
魚
は
自
分
に
殺
さ
れ
た
が
っ
て 

い
る
の
だ
」
と
、
太
一
は
思
っ
た 

ほ
ど
だ
っ
た
。
「
こ
れ
ま
で
数
限
り 

な
く
魚
を
殺
し
て
き
た
の
だ
が
、 

こ
ん
な
感
情
に
な
っ
た
の
は
初
め 

て
だ
。
」「
こ
の
魚
を
と
ら
な
け
れ
ば
、 

本
当
の
一
人
前
の
漁
師
に
は
な
れ 

な
い
の
だ
」
と
、
太
一
は
泣
き
そ
う 

に
な
り
な
が
ら
思
う
。 

 

「
お
と
う
、
こ
こ
に
お
ら
れ
た
の
で 

す
か
。
ま
た
会
い
に
き
ま
す
か
ら
。」 

① 

② 

③ 

④ 海へ帰る 



 

 

第
三
次
指
導
（
感
想 

自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
） 

 
第
一
時
（
感
想
文
記
述
） 

 一 

文
話
（
作
文
を
書
く
雰
囲
気
作
り
） 

 

①
全
文
を
朗
読
（
学
級
担
任
） 

 

②
心
に
残
っ
て
い
る
言
葉 

二 

文
題
発
表
（
取
材
の
ヒ
ン
ト
を
共
有
） 

 

③
感
想
文
の
題
名
発
表 

三 

記
述 

 

④
原
稿
用
紙
一
枚
程
度
で
書
く
。
（
二
枚
も
可
） 

 
 

（
一
番
、
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を 

中
心
に
書
く
と
よ
い
） 

四 

自
己
批
正 

 

⑤
書
き
終
わ
っ
た
ら
読
み
直
し
て
加
除
修
正 

五 

提
出 

 

⑥
書
い
た
方
が
上
に
な
る
よ
う
に
半
分
に
折
っ

て
出
す
。 

 

＊
状
況
を
見
て
、
労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
一
人

ひ
と
り
受
け
と
る
。 

 

第
二
時
（
批
正
） 

 一 

総
評
（
全
体
の
傾
向
を
紹
介
す
る
） 

 

① 

長
所 

（
記
述 

内
容
） 

 

② 

記
述
上
の
欠
点
の
指
導
（
省
略
可
） 

二 

点
呼
（
個
別
作
品
紹
介
）
五
名
程
度 

 

③ 

配
慮
児
童
を
中
心
に
し
な
が
ら 

三 

朗
読 
 

三
名
程
度 

 

④ 

特
徴
的
な
感
想
文
を
中
心
に 

 
 

（
読
後
、
簡
単
な
話
し
合
い
） 

四 

聴
写 

一
名 

 
⑤ 

感
想
文
の
書
き
方
の
モ
デ
ル
に
な
る
作
品

を
選
ん
で
聴
写
す
る
。 

 
 

（
教
師
は
、
句
読
点
を
含
め
、
改
行
も
説
明

し
な
が
ら
読
み
、
板
書
す
る
。
児
童
は
、

聞
き
な
が
ら
書
く
） 

五 

細
評 

（
聴
写
文
を
も
と
に
話
し
合
う
） 

 

⑥ 

作
品
の
よ
さ
を
記
述
面
、
内
容
面
か
ら
検

討
し
、
次
回
の
授
業
に
生
か
す
） 

 

 

○ 
 

一
人
ひ
と
り
の
作
品
を
遡
上
に
あ
げ
る

の
に
は
、
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
作

品
を
読
ん
で
、
何
か
残
る
は
ず
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
個
性
が
生
ま
れ
る
。
今
回
は
、

十
名
程
度
の
感
想
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
感
想
と
自
分
の
感
想
と
を
比
べ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
程
度
の
刺
激
で
よ

い
の
だ
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

 
 

次
の
機
会
に
は
、
今
回
取
り
上
げ
て
い

な
い
子
を
扱
う
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。 

感
想
文
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
、
難
し

い
も
の
で
あ
る
。
機
会
を
与
え
て
書
き
慣

れ
さ
せ
る
こ
と
が
、
小
学
生
に
と
っ
て
一

番
楽
な
方
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

一
度
に
い
ろ
い
ろ
と
や
り
過
ぎ
な
い
こ
と

で
あ
る
。 

と
に
か
く
、
感
想
文
（
作
文
）
は
、
自

分
を
自
分
で
観
察
し
て
書
け
ば
よ
い
の
だ

と
気
付
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

 
 

 

私
の
構
想
で
す
。
当
日
変
更
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
達
に
家
で
音
読
を
し
て
お
く
よ
う
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。
会
う
の
が
楽
し
み
で
す
。 


